
アクセスされる
ジャーナルを⽬指す

⻲⽥尭宙
（国⽴歴史⺠俗博物館 特任助教、
東南アジア地域研究研究所 連携助教）

2021.1.28 KURA「研究者の歩きかた」セミナー
L-INSIGHT/KURA連携プログラム

パブリッシングセミナー第2回「ジャーナルを可視化する」



概要
•オンラインジャーナルを⽴ち上げたら…
→ちゃんと⾒られているか確認したい
•紙の時は基本販売数か引⽤数しか⾒れなかった
•オンラインなら発⾏と
利⽤の間が⾒える！

• SEO, Google Analytics,
PageSpeed Insights,
ランディングページ



SEO（Search engine optimization）について
•使っているツールやプラットフォーム＋ seoで検索すると（怪
しいのも含めて）たくさんの情報が出てくる
•新しい情報を⽤いるようにする
•基本的な姿勢として
「ユーザのために適切に情報を
届ける」

•無理をすると⻑期的にはランクを
下げられたりもする



サイトマップを送る
•直接Googleに送ったり

robots.txt というファイルから
リンクを張ったりする⽅法
• WordPressなどの場合は
専⽤のプラグインがある
•ジャーナルなどの定期刊⾏の
場合はRSSの発⾏がおススメ



Google Analytics

• Google が提供しているウェブサイト上でのユーザの動きなどの
分析ツール
•埋め込みの⽅法は割愛。ウェブサイトにコードを埋め込む。

WordPressなどの場合は専⽤のプラグインがある。

https://analytics.google.com/

（All in One SEOとかが有名）



集客の状況を把握する
•集客のメニューから
「検索のクエリ」
で検索のクエリが分かる
↓
どういう⼈が来ている

かもわかる
（ユーザのところから
年齢などの推計も）



SNS等からの流⼊を
把握する

• https://...?utm_source=twitter...
•「?」以降はパラメータ
•集客＞ソーシャルから
だいたいの概要は分かる
（定常的な把握は
それで充分）

https://ga-dev-tools.appspot.com/campaign-url-builder/

https://.../?utm_source=twitter


プライバシーへの配慮
Google Analytics を使っていることを表⽰する必要がある↓



PDFのダウンロード数の把握
•オンラインジャーナル独特の問題
•リポジトリには「ダウンロード数」
がついている



ダウンロードまで⾄らない
離脱の状況を把握



PageSpeed Insights

•スピードの⼤切さ
• 表⽰速度も検索順位に影響する
• 何より表⽰が遅いとユーザが離脱してしまう

https://developers.google.com/speed/pagespeed/insights/



「改善できる項⽬」
に着⽬

• 基本的には指⽰に従って改善
• ツールによっては、指⽰に従
うのが困難なことも
→神経質になりすぎない

• ウェブサーバが貧弱な場合、
静的サイト化は多くの問題を
解決する（その分更新作業が
少し⼿間になる）



特集ランディングページを作る
•ジャーナルのコンテンツをより多様に宣伝するために
•ジャーナル⾃体の特集はもちろん、例えば地域研究なら地域ご
とのページや時代ごとのページなど様々な⼊⼝と説明⽂を⽤意
することで、アクセス増加を⾒込むことができる
•（もっと⼀般的には）
⼊⼝はいろいろあるとよい
•他の関連ジャーナルへの
リンクなども



おわりに / ついでに
• ジャーナルにおけるSEO
• Google Analytics の基礎
• PageSpeed Insights
• ランディングページ

ついでに追加情報
• 英語の概要⽂
• ac.jpドメインは強い（.xyzとかはやめておきましょう）
• リポジトリは強い
• https化
• セキュリティのアップデートも⼤事
• OpenCitationの推進



（質疑での追加情報）OpenCitation

• （1）構造化
なんらかの機械可読なフォーマットで構造化されていること（JSON や RDF など）
• （2）分離
論⽂本⽂にアクセスせずとも，引⽤データの情報が得られるように分離されていること
• （3）オープン
⼀切の制限なく，アクセス・再利⽤可能であること（CC0，パブリック・ドメインなど）
• （4）識別可能
引⽤元・引⽤先の⽂献について，恒久的識別⼦（DOI）や URL 等によって識別・同定可能
となっていること

佐藤翔「オープン・サイテーションのいま」
https://doi.org/10.18919/jkg.69.10_480



OpenCitationの具体例



OpenCitationの実際
• J-STAGE
•⾃前の場合にcitingリンク（右図）の
元データとして公開すればいい
• DOIの代わりにWikidata QIDも使える



個⼈個⼈よりも
リポジトリに求められる努⼒になる（と思う）

⻄岡千⽂ et al. 「⽇本の学術出版物における引⽤データのオープン化の現状分析」


